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１. まえがき 有明海北西岸低平地では,有明海沿岸道路プ

ロジェクトを始め,多数の調査ボーリングが行われている．著

者らの研究グループは，これまでに最新の堆積環境の視点に基

づいて，有明海北西岸低平地における軟弱地盤の塩濃度,鋭敏

性,圧縮性に関する地域的・深さ的性質を検討し，λ，κ，Μ の

各力学定数を検討してきている 1),2).本報では，状態諸量と鋭敏

性の地域的・深さ的性質について検討を進めた結果について述

べる． 

２. 土の状態諸量の地域特性に関する検討 図-2 に,自然含

水比の深さ的性質を示す：a)深さ方向に直線的に減少するも

の；b)ばらついた分布のもの；c)階段状に分布するもの.図-3

は,上記の自然含水比の深さ的性質を地域ごとにプロットした

ものである.左側の軸に自然含水比の深さ分布に関する実測値

の範囲を示す．右側の軸には,直線的分布を示す地域について

は近似直線の傾きを★でプロットしており，ばらつく地域のも

のについては，近似直線を上方と下方の 2 つに分けて求め,下

方の近似直線の傾きと上方傾きの比を●でプロットしている．

図-4 に,上述した自然含水比の深さ的・地域的性質を平面上に

プロットした.本研究の対象地域における軟弱地盤層厚は 10m

～15m であり,堆積する粘性土の自然含水比は液性限界を上回

り液性指数は１を超えている.自然含水比の深さ分布の変化を

地域的にみると,深さ方向に減少するものが殆どであり,久保

田地区と福富地区で階段状に分布するものが認められた.嘉瀬

地区から芦刈地区に向かって,深さ方向に対する自然含水比の

減少の度合いは大きくなる.六角川周辺の地域では南に向かっ

て,深さ方向に対する自然含水比の減少の度合いが小さくなる.

また,本報には図示していないが,活性度 Aについても同様の検

討を行った.活性度 A については,深さ方向に減少するもの,深

さ方向に増加するもの,および鉛直分布するものの 3 パターン

に分けることができた.図-5 に,活性度 Aの深さ的・地域的性質

のプロットを示す.活性度 A は深さ方向に減少するものが殆ど

であった.これらのことは,深層混合処理工法の施工の際に軟

弱粘土層の上部と下部とで改良効果が異なることを示唆する

ため,注意が必要といえる. 

軟弱地盤 自然含水比 鋭敏比 
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図-1 ボーリング調査位置 
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図-2 自然含水比の深さ的性質 
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図-3 自然含水比の地域的性質 
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３. 鋭敏比の地域特性に関する検討  

図-6 に,軟弱地盤の鋭敏比 St の深さ的・地域的性質を示

す．St の深さ分布の変化は,深さ方向に直線的に分布する

もの,弓状の分布のもの,および階段状に分布するものの

3 つに分けることができた.St の深さ分布の地域的な傾向

は,直線的分布を示すものがある程度一定の間隔でみと

められ,また,久保田地区から福富地区において,自然含

水比が階段状に分布する地域に弓上分布のものと階段状

分布のものが多く認められた.福富地区周辺地では農業

用水確保のための地下水揚水が盛んであり,塩分溶脱に代

表される地盤環境の変化が著しい.このような地域に堆

積する粘性土は,高圧縮性・高鋭敏性を有すると考えられ

ている.しかし,塩濃度の深さ分布の地域的性質と圧縮指

数 Cc の深さ分布の地域的性質の相関性に比べ,鋭敏比 St
については塩濃度の深さ分布との相関性は強くなかった

5).鋭敏比の深さ的・地域的性質に塩濃度自体は直接的に関与するものではなく,むしろ塩分溶脱後の液性限界の低下

とセメンテーションに起因する高位の構造の維持による影響が大きいと考えられる. 
４. おわりに 本報で得られた知見をまとめると次のようである：1）自然含水比は,久保田地区と福富地区で階段

状に分布するものが認められ,嘉瀬地区から芦刈地区に向かって深さ方向に対する自然含水比の減少の度合いは大

きくなる.また,久保田地区から福富地区に向かって深さ方向に対する自然含水比の減少の度合いが小さくなる；2)

活性度の深さ的性質を地域的に見ると,深さ方向に減少するものが殆どであった；3) 鋭敏比については深さ方向に

直線的分布を示すものがある程度一定の間隔で認められ,また,自然含水比が階段状に分布する地域ほど弓状分布の

ものと階段状分布のものが多く認められた. 
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図-4 自然含水比の深さ的・地域的性質         図-5 活性度 A の深さ的・地域的性質 

図-6 鋭敏比(St)の深さ的・地域的性質 
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